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い
か
だ
の
上

植

込
ん
で

堀
割
水
路

浮
か
べ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
町
の
人
、
町
行
く
人
々
の
視

線
を
、
今
一
度
、
水
路
に
向
け
て
も
ら
お
う
と
い
う
も

文
化
運
動
の
予
兆
が

 

　
こ
の
「
川
の
日
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
継
続
や
冒
頭

の
「
川
の
全
国
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
と
い
っ
た
よ

の
本
質
は
、
メ
ガ
シ
テ
ィ
東
京
が
大
地
と
空
の
間
に

あ
り
、
そ
の
中
に
存
在
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
水
循

環
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
、
緑
を

切
り
倒
し
、
大
地
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
で
打
ち
固
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
結
果
、

浸
透
で
き
ず
に
行
き
場
を
失
っ
た
雨
水
が
一
挙
に
流

出
、
短
時
間
に
下
水
道
に
集
中
し
下
水
の
逆
流
が
頻

発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
昨
今
の
短
時
間

集
中
豪
雨
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。 

　
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
は
、
降
っ
た
雨
水
を
下
水

道
で
「
い
か
に
速
や
か
に
流
す
の
か
（
フ
ロ
ー
）」
で

は
な
く
、
タ
ン
ク
に
溜
め
た
り
地
下
に
浸
透
し
た
り

し
て
「
い
か
に
ゆ
っ
く
り
と
流
す
の
か
（
ス
ト
ッ
ク
）」

と
い
っ
た
よ
う
に
、
都
市
治
水
に
お
け
る
発
想
の
転

換
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
２
０
０
７
年

３
月
に
は
、
国
土
交
通
省
が
「
都
市
に
お
け
る
安
全

の
観
点
か
ら
の
雨
水
貯
留
浸
透
の
推
進
に
つ
い
て
」

を
通
達
し
た
。
縦
割
り
の
壁
を
打
ち
破
り
、
下
水
道
、 

０
８
年
も
渇
水
に
見
舞
わ
れ
た
。
加
え
て
、
１
９
９

５
年
の
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
以
降
、「
新
潟
・
中
越

地
震
」、「
福
岡
・
玄
界
島
地
震
」
と
、
大
地
震
が
各
地

で
起
き
て
い
る
。
大
洪
水
、
大
渇
水
、
そ
し
て
大
地
震

と
い
っ
た
自
然
大
災
害
に
、
ど
の
よ
う
に
立
ち
向
か

っ
て
い
く
の
か
、
今
、
都
市
に
お
け
る
新
た
な
水
の

危
機
管
理
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の

鍵
が
都
市
に
お
け
る
雨
水
管
理
の
転
換
に
あ
る
よ
う

に
思
う
。 

      

　
第
一
は
、
雨
水
の
「
フ
ロ
ー
」
か
ら
「
ス
ト
ッ
ク
」

へ
の
転
換
で
あ
る
。
東
京
で
は
、
下
水
道
が
雨
を
さ

ば
き
き
れ
ず
都
市
型
洪
水
が
多
発
し
て
い
る
。
問
題 

     

　
ど
う
も
最
近
の
雨
の
降
り
方
が
お
か
し
い
。
多
く

の
人
が
そ
う
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

短
時
間
に
１
０
０
㎜
を
越
え
る
よ
う
な
「
異
常
豪
雨
」

が
各
地
で
多
発
し
て
い
る
。
雨
水
排
除
の
役
割
を
担

っ
て
き
た
下
水
道
や
河
川
が
ま
っ
た
く
歯
が
た
た
な

い
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
化
し
た
都
市
で
は
、

逆
流
し
た
下
水
が
地
下
室
を
襲
い
人
命
が
奪
わ
れ
て

い
る
。
２
０
０
８
年
８
月
５
日
に
は
、
東
京
都
豊
島

区
内
の
下
水
道
工
事
現
場
に
お
い
て
、
作
業
員
５
人

が
突
然
の
増
水
に
流
さ
れ
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し

い
事
故
が
発
生
し
た
。
21
世
紀
は
、
異
常
豪
雨
の
頻

発
に
加
え
、
大
渇
水
も
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
四
国
の

早
明
浦
ダ
ム
は
、
２
０
０
７
年
に
引
き
続
き
、
２
０ 

問
題
は
水
、
解
決
は
雨
水 

は

じ

め

に

 

構
）
に
入
社
、
主
に
集
合
住
宅
の
屋
外
の
計
画
設
計
業
務
に
従

事
。
現
在
の
給
金
は
（
財
）
住
宅
管
理
協
会
関
西
支
部
か
ら
も

ら
っ
て
い
る
。 
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道
路
、
公
園
、
河
川
、
住
宅
・
建
築
な
ど
の
関
係
部
局

の
連
名
と
い
う
の
は
異
例
の
こ
と
で
あ
る
。
ポ
イ
ン

ト
は
、
昨
今
の
異
常
豪
雨
に
対
し
て
、
下
水
道
や
河

川
で
雨
を
徹
底
的
に
排
除
す
る
考
え
方
だ
け
で
は
、

も
う
限
界
が
あ
り
、
雨
水
の
貯
留
と
浸
透
の
推
進
を

打
ち
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
国
も
都
市
の
雨
を
徹
底

的
に
排
除
し
て
き
た
誤
り
に
気
づ
き
、
よ
う
や
く
治

水
の
発
想
の
転
換
を
打
ち
出
し
た
と
い
え
よ
う
。 

　
第
二
は
、
水
源
の
「
依
存
」
か
ら
「
自
立
」
へ
の
転

換
で
あ
る
。
東
京
は
水
が
足
り
な
い
と
い
っ
て
は
、

利
根
川
上
流
に
多
く
の
ダ
ム
開
発
を
求
め
、
水
源
の

利
根
川
へ
の
依
存
度
を
高
め
て
き
た
。
し
か
し
、
上

流
へ
の
一
点
集
中
型
の
水
資
源
政
策
は
、
水
源
地
に

雨
が
長
期
間
降
ら
な
い
と
下
流
の
大
都
市
が
機
能
マ

ヒ
に
陥
る
と
い
う
弱
点
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
巨
大

な
ダ
ム
の
建
設
は
、
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
コ
ス
ト

が
か
か
り
、
な
に
よ
り
上
流
の
人
た
ち
に
多
大
な
犠

牲
を
強
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
東
京
は
こ

れ
以
上
の
上
流
へ
の
水
源
（
オ
フ
サ
イ
ト
）
の
依
存

を
止
め
、
雨
水
や
地
下
水
な
ど
の
身
近
な
自
前
の
水

源
（
オ
ン
サ
イ
ト
）
の
有
効
利
用
や
節
水
に
よ
っ
て

水
需
要
の
抑
制
を
図
り
、
で
き
る
限
り
水
源
の
自
立

を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。 

　
東
京
に
は
年
間
水
消
費
量
約
20
億
ｔ
を
上
回
る
、

約
25
億
ｔ
も
の
雨
が
降
る
。
流
せ
ば
洪
水
だ
が
、
溜

め
れ
ば
資
源
で
あ
る
。
都
内
の
住
宅
が
１
５
０
万
戸
、

そ
れ
ら
の
平
均
屋
根
面
積
を
60
㎡
と
し
て
、
こ
こ
に

降
っ
た
一
年
分
の
雨
を
す
べ
て
溜
め
た
と
す
る
と
総

貯
水
量
は
１
億
２
６
０
０
万
ｔ
に
な
る
。
こ
れ
は
、

利
根
川
上
流
の
下
久
保
ダ
ム
の
貯
水
量
に
匹
敵
す
る
。

正
に
無
数
の
ミ
ニ
ダ
ム
は
巨
大
な
ダ
ム
に
匹
敵
す
る

の
で
あ
る
。 

　
第
三
は
、「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
か
ら
「
ラ
イ
フ
ポ
イ

ン
ト
」
へ
の
転
換
で
あ
る
。 

　
１
９
９
５
年
の
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
で
は
、
水

道
や
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
壊
滅
的
打
撃
を

受
け
、
神
戸
市
で
は
最
長
１
ヶ
月
間
断
水
し
た
。「
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
に
全
面
依
存
し
た
都
市
が
大
地
震
に
い

か
に
も
ろ
い
も
の
か
」。
こ
れ
が
、
神
戸
か
ら
学
ぶ
べ

き
教
訓
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
防
災

は
、「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
へ
の
全
面
依
存
か
ら
雨
水
や

井
戸
水
な
ど
の
「
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
」
の
強
化
へ
と
発

想
を
転
換
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
ち
の
中
に
小
規
模

な
水
源
を
分
散
し
て
整
備
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

都
市
の
防
災
自
立
の
基
本
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。 

      

　
都
市
に
お
け
る
雨
水
利
用
は
、
治
水
、
利
水
及
び

防
災
と
い
う
３
つ
の
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
雨
水
タ

ン
ク
は
、
い
わ
ば
都
市
の
ミ
ニ
ダ
ム
だ
。
そ
の
さ
き

が
け
と
な
っ
た
の
が
、
１
９
８
５
年
に
完
成
し
た
国

技
館
で
あ
る
。
当
時
深
刻
だ
っ
た
両
国
地
区
の
都
市

型
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に
８
４
０
０
㎡
の
大
屋
根
に
降

っ
た
雨
水
を
１
０
０
０
ｔ
の
地
下
貯
留
槽
に
溜
め
、

そ
の
雨
水
を
相
撲
興
行
時
の
ト
イ
レ
や
冷
房
用
の
水

と
し
て
有
効
利
用
す
る
一
方
、
災
害
時
に
は
ラ
イ
フ

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
防
火
や
生
活
用
水
と
し
て
活
用
す

る
の
が
ね
ら
い
だ
。
こ
れ
は
、
地
元
墨
田
区
か
ら
の

日
本
相
撲
協
会
へ
の
申
し
入
れ
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。

以
来
、
区
も
都
市
型
洪
水
の
防
止
及
び
水
源
と
防
災

の
自
立
を
目
指
し
都
市
に
ミ
ニ
ダ
ム
を
普
及
す
る
観

点
か
ら
、
区
役
所
、
児
童
館
、
小
・
中
学
校
、
図
書
館

な
ど
新
た
な
公
共
施
設
に
積
極
的
に
雨
水
利
用
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
区
内
で
雨
水

利
用
を
取
り
入
れ
た
ビ
ル
や
集
合
住
宅
な
ど
の
施
設

数
が
２
０
０
８
年
11
月
現
在
で
１
５
２
と
な
り
、
家

庭
用
小
型
雨
水
タ
ン
ク
の
設
置
に
助
成
を
受
け
た
住

宅
の
数
も
２
０
０
を
超
え
、
そ
の
総
貯
水
量
は
約
１

万
２
８
０
０  

に
な
っ
た
。
区
で
は
、
地
域
防
災
計
画

に
お
い
て
、
非
常
時
に
お
け
る
生
活
用
水
の
確
保
対

策
と
し
て
雨
水
利
用
を
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
こ
れ

は
、
区
民
一
人
当
た
り
約
56
リ
ッ
ト
ル
分
の
生
活
用

水
の
貯
留
容
量
に
匹
敵
す
る
。
さ
ら
に
、
区
は
２
０

０
８
年
７
月
か
ら
、
民
間
の
集
合
住
宅
（
敷
地
面
積

５
０
０
㎡
以
上
）
を
対
象
に
、
治
水
、
利
水
及
び
防
災

の
観
点
か
ら
雨
水
利
用
を
条
例
化
し
た
。 

　
30
年
ほ
ど
前
に
は
都
内
で
は
10
件
も
な
か
っ
た
雨

水
利
用
施
設
数
が
、
今
で
は
１
０
０
０
を
超
え
る
。

東
京
ド
ー
ム
を
は
じ
め
雨
水
利
用
シ
ス
テ
ム
を
取
り

入
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
ド
ー
ム
は
14
に
な
る
。
全
国
的
に

は
、
少
な
く
と
も
３
４
０
０
以
上
の
公
共
や
民
間
の

ビ
ル
で
雨
水
利
用
が
行
わ
れ
て
い
る
（
２
０
０
３
年

「
雨
水
利
用
自
治
体
担
当
者
連
絡
会
」
調
べ
）。
こ
の

よ
う
に
、
今
や
都
市
の
ミ
ニ
ダ
ム
は
、
徐
々
に
で
は

あ
る
が
社
会
の
流
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、

雨
水
利
用
が
社
会
の
仕
組
み
に
組
み
込
ま
れ
、
そ
れ

が
当
た
り
前
に
な
る
に
は
、
今
後
、
制
度
を
は
じ
め

技
術
や
人
材
育
成
及
び
意
識
改
革
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
克
服
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

m３ 

都
市
に
無
数
の
ミ
ニ
ダ
ム
を 
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ドイツの雨水利用（建築士ケーニッヒ氏提供） 

貯
水
量

億

万

れ

利
根
川
上
流
の
下
久
保
ダ
ム
の
貯
水
量
に
匹
敵
す
る
。

正
に
無
数
の
ミ
ニ
ダ
ム
は
巨
大
な
ダ
ム
に
匹
敵
す
る

て
有
効
利
用
す

一
方

災
害
時

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
防
火
や
生
活
用
水
と
し
て
活
用
す

る
の
が
ね
ら
い
だ
。
こ
れ
は
、
地
元
墨
田
区
か
ら
の

が
当
た

前

今
後

制
度

め

技
術
や
人
材
育
成
及
び
意
識
改
革
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
克
服
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

     

　
第
一
は
、
法
律
や
条
例
な
ど
の
社
会
の
枠
組
み
の

整
備
で
あ
る
。
す
で
に
市
川
市
で
は
、
雨
水
の
浸
透

と
利
用
を
条
例
化
し
て
い
る
。
先
述
の
国
土
交
通
省

の
通
達
は
、
治
水
の
観
点
か
ら
の
雨
水
の
貯
留
及
び

浸
透
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
国
は
こ
れ
を
さ
ら
に

進
め
て
、
利
水
、
防
災
及
び
環
境
の
面
ま
で
観
点
を

広
げ
、
都
市
の
雨
水
を
総
合
的
に
管
理
す
る
雨
水
基

本
法
へ
と
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

　
ま
た
、
現
在
約
60
を
越
え
る
自
治
体
で
雨
水
の
利

用
と
浸
透
の
設
備
設
置
に
対
し
て
助
成
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
を
全
国
の
自
治
体
に
広
げ
て
い
き
た

い
。
雨
水
利
用
の
普
及
の
壁
に
な
っ
て
い
る
ト
イ
レ

へ
の
雨
水
の
利
用
に
伴
う
下
水
道
料
金
徴
収
問
題
も
、

治
水
に
関
す
る
一
般
財
源
の
枠
組
み
を
変
え
、
下
水

道
料
金
の
減
免
措
置
を
図
る
な
ど
新
た
な
市
民
的
合

意
形
成
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
国
も
融
資
や
税
制

面
で
の
優
遇
な
ど
雨
水
利
用
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
を
行
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。 

　
第
二
は
、
技
術
及
び
製
品
の
開
発
で
あ
る
。
雨
水

利
用
の
鍵
は
集
水
と
貯
水
で
あ
る
。
集
水
に
関
し
て

い
え
ば
、
雨
水
の
取
水
と
排
水
が
で
き
る
装
置
や
、

汚
れ
た
初
期
雨
水
を
カ
ッ
ト
で
き
る
分
岐
装
置
が
開

発
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
は
雨
ど
い
の
途

中
に
組
み
込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
ま
だ

個
人
住
宅
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
今
後
、

ビ
ル
や
集
合
住
宅
な
ど
大
規
模
施
設
向
け
の
さ
ら
な

る
開
発
が
求
め
ら
れ
る
。
貯
水
に
関
し
て
い
え
ば
、

雨
水
タ
ン
ク
の
多
く
が
草
花
の
散
水
用
の
１
ｔ
未
満

の
小
規
模
な
タ
イ
プ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
ト
イ
レ
ま
で

カ
バ
ー
で
き
る
タ
イ
プ
が
少
な
い
。
ド
イ
ツ
で
は
、

ト
イ
レ
の
み
な
ら
ず
水
道
水
が
硬
水
で
あ
る
こ
と
も

あ
っ
て
雨
水
を
洗
濯
に
利
用
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な

い
（
図
参
照
）
が
、
日
本
で
も
ト
イ
レ
や
洗
濯
ま
で
も

カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
な
雨
水
利
用
シ
ス
テ
ム
の
開
発

が
望
ま
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
洗
濯
の
排
水
な
ど
い

わ
ゆ
る
グ
レ
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
再
利
用
の
シ
ス
テ
ム

と
の
併
用
も
検
討
し
た
い
。 

　
ま
た
日
本
に
は
、
雨
水
利
用
の
技
術
基
準
や
製
品

規
格
が
な
い
が
、
ド
イ
ツ
で
は
日
本
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
当

た
る
Ｄ
Ｉ
Ｎ
規
格
で
雨
水
利
用
シ
ス
テ
ム
が
規
格
化

さ
れ
て
い
る
。
２
０
０
８
年
、
日
本
建
築
学
会
が
ド

イ
ツ
の
事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、
２
年
後
の
完
成
を

目
指
し
て
雨
水
利
用
の
学
会
基
準
づ
く
り
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
が
発
展
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
化
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
雨
水
利
用
機
器
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
化
さ
れ
れ
ば
、
安
価
、
安
全
、
か
つ
利
用
と
維
持

管
理
が
容
易
な
製
品
の
大
量
生
産
に
つ
な
が
り
、
雨

水
利
用
の
い
っ
そ
う
の
普
及
に
弾
み
が
つ
く
に
違
い

な
い
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
で
毎
年
５
万
基
の
雨
水
タ

ン
ク
が
設
置
さ
れ
４
０
０
０
人
の
雇
用
を
生
み
出
し

て
い
る
よ
う
に
、
持
続
可
能
な
雨
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
育

成
に
も
つ
な
が
る
。 

　
第
三
は
、
技
術
者
の
育
成
で
あ
る
。

法
制
度
や
基
準
が
で
き
て
も
、
実
際

に
設
計
施
工
で
き
る
雨
水
の
技
術
者

が
い
な
け
れ
ば
雨
水
利
用
の
社
会
化

は
実
を
結
ば
な
い
。
散
水
か
ら
ト
イ

レ
、
洗
濯
、
将
来
は
風
呂
に
い
た
る

ま
で
ト
ー
タ
ル
に
設
計
施
工
で
き
る

企
業
の
育
成
も
大
切
だ
。
今
後
、
雨

水
建
築
士
、
設
備
士
及
び
雨
水
利
用

企
業
な
ど
の
認
証
制
度
も
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。 

　
第
四
は
、
普
及
と
啓
発
で
あ
る
。

特
に
子
供
の
こ
ろ
か
ら
の
雨
の
環
境

体
験
学
習
は
大
切
で
、
そ
の
た
め
の

ツ
ー
ル
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る

必
要
が
あ
る
。
雨
水
市
民
の
会
で
は
、

１
９
９
５
年
に
一
般
市
民
向
け
の
雨

水
利
用
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
も
い
え

雨
を
活
か
す
社
会
へ 
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雨水ハウス内に展示された集水装置 

る
『
や
っ
て
み
よ
う
雨
水
利
用
』
を
出
版
し
た
。

こ
こ
に
は
、
雨
水
利
用
に
関
し
て
そ
の
背
景
か

ら
、
設
計
と
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
及
び
実
例
な
ど

が
イ
ラ
ス
ト
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い

る
。
本
書
は
、
海
外
で
す
で
に
８
ヶ
国
に
翻
訳

さ
れ
、
中
国
、
韓
国
及
び
イ
ラ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル

な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。
同
会
は
２
０
０
１

年
に
『
雨
の
事
典
』
も
出
版
し
た
。
こ
れ
は
、
雨

と
気
象
、
く
ら
し
、
文
化
か
ら
雨
を
活
か
す
知

恵
を
網
羅
し
た
雨
の
万
華
鏡
と
も
い
え
る
も
の

で
あ
る
。
２
０
０
３
年
に
は
　Skyw

ater-Rain 

in Japan and around the W
orld

　
と
し
て

英
文
で
出
版
さ
れ
、
雨
を
通
じ
て
国
際
交
流
に

一
役
か
っ
て
い
る
。 

　
第
五
は
、
拠
点
の
整
備
で
あ
る
。
墨
田
区
に

は
、
ユ
ニ
ー
ク
な
「
雨
水
資
料
室
」
が
あ
る
。
小

学
校
の
廃
校
を
利
用
し
て
２
０
０
１
年
に
暫
定
施
設

と
し
て
開
設
し
た
「
す
み
だ
環
境
ふ
れ
あ
い
館
」
の

中
に
併
設
さ
れ
た
。
区
の
委
託
を
受
け
て
主
に
雨
水

市
民
の
会
が
企
画
制
作
し
た
。
こ
こ
に
は
、
雨
水
利

用
の
背
景
や
国
内
外
の
実
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

雨
水
利
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
実
体
験
で
き
る
雨
水
ハ
ウ

ス
も
あ
る
。
現
在
、
雨
水
市
民
の
会
は
、
こ
こ
を
活
動

拠
点
に
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
雨
の
環
境
学
習
事
業
を
展

開
し
て
い
る
が
、
こ
の
環
境
ふ
れ
あ
い
館
は
、
２
０

１
２
年
に
は
、
押
上
・
業
平
橋
地
区
に
オ
ー
プ
ン
予

定
の
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
（
第
２
東
京
タ
ワ
ー
）」

隣
接
地
に
お
い
て
新
た
に
恒
久
施
設
と
し
て
開
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
こ
こ
が

雨
水
利
用
の
世
界
に
向
け
た
情
報
発
信
基
地
と
し
て

の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

　
そ
し
て
第
六
は
、
雨
水
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
で
あ

る
。
雨
水
利
用
を
社
会
の
仕
組
み
に
し
て
い
く
に
は
、

産
官
学
民
の
雨
水
利
用
の
取
り
組
み
を
持
続
可
能
な

形
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

は
、
雨
水
に
関
す
る
市
民
、
行
政
、
企
業
及
び
学
会
や

研
究
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

全
う
し
な
が
ら
、
と
も
に
連
携
を
強
め
、
協
働
す
る

必
要
が
あ
る
。
２
０
０
８
年
８
月
６
日
、「
雨
水
利
用

自
治
体
担
当
者
連
絡
会
」（
参
加
自
治
体
数
１
３
０
）

の
呼
び
か
け
で
、
雨
水
に
関
係
す
る
国
、
市
民
団
体
、

事
業
者
団
体
及
び
日
本
建
築
学
会
な
ど
産
官
学
民
の

関
係
者
が
墨
田
区
に
集
い
、
雨
水
に
関
す
る
ゆ
る
や

か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
あ
る
「
雨
水
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
会
議
」
が
発
足
し
た
。
こ
の
日
は
こ
れ
を
記
念

し
て
「
第
１
回
雨
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
全
国
大
会
」

も
開
催
さ
れ
た
。
今
後
、
雨
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

を
通
じ
て
産
官
学
民
間
の
情
報
交
換
及
び
活
動
交
流

が
活
性
化
し
、
将
来
は
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
世

界
に
広
が
り
、
世
界
の
水
危
機
打
開
に
貢
献
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

　
な
お
、
こ
の
雨
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
の
事
務
局

は
、
現
在
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
水
市
民
の
会
が
担
っ
て

お
り
、
２
０
０
９
年
の
８
月
６
日
に
は
、
福
岡
市
に

お
い
て
第
２
回
雨
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
全
国
大
会

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 
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“
 

“
 

墨
田
区
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
主
査
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
雨
水
市
民
の

会
」
事
務
局
長
。
通
称
「
ド
ク
ト
ル
雨
水
」。
1
9
4
9
年
大

阪
生
ま
れ
。
７６
年
千
葉
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
後
、
墨
田
区
保
健
所
勤
務
。
９６
年
薬
学
博
士
の
学
位
取
得
。

８６
年
代
初
頭
か
ら
雨
水
の
活
用
を
訴
え
、
国
内
外
に
知
ら
れ
る

墨
田
区
の
雨
水
利
用
政
策
の
中
心
的
存
在
と
な
る
他
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
安
全
な
飲
み
水
を
確
保
す
る
活
動
な
ど
も
展
開

し
て
い
る
。
2
0
0
2
年
ロ
レ
ッ
ク
ス
賞
受
賞
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